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2016 年 明けましておめでとう御座います。 

皆様、旧年中は大変お世話になりました。今年もどうかよろしくお願いします。といろ

開所の時は沢山の品々を寄付して下さりありがとう御座いました。沢山の人々の善意と

支えで居場所は年を越しました。これからも色々な出会いが生まれることを期待してい

ます。もう一度人を好きになる、人を信頼しても良いんだという気持ちが心の底に沸い

てくる、そんな場であって欲しいと願っています。若者と親と支援者が集い笑いが絶え

ない場、心の鎧を少し外せて深呼吸ができる場、そんな場が大切なのだと思います。 

前月の親講座 

前月は松山大学の石川先生のワークショップ風親講座でした。同じ説明を聞いて絵を描

いても人それぞれに違った絵になる。人により受け取り方が違うと言うことを具体的な

絵と言うことに表すと実にわかりやすいという体験をしました。そして自分の性格傾向

を調べてグラフにしてみると「う～ん、なるほど・・・・」と納得できたり、「ええっ、

こんなにいびつなの！」という驚きだったり色々な体験ができました。きっとこれから

の人生に何らかのお役に立てるのではないかと思いました。 

 

同じ説明でも違った表現に        性格傾向のグラフを貼りだしてみんなで共有 

人の受け取り方ってちがうのねぇ！ いびつも個性、その裏にある本当の自分に出会うと面白いね 

○ 月例親講座・1 月 31(日) 

講師：たんぽぽ教育研究所大崎博澄氏 

 

 

 

 

 

 

 

http://khj-yairo.org/


1 月の親講座ごあんない 

 

 やいろ鳥の活動カレンダー 

 

◆ １月３１日 親講座 講師：大崎博澄氏 

◆ ２月１１日 当事者交流会 in 香川 ポパイの会へおじゃまします ＜予定＞ 

◆       (午前１０時一宮のマルナカを出発～午後７時帰着) 

◆ ２月２８日 親講座  生活困窮者自立支援法から見たひきこもり支援について 

◆       講師：高知市生活困窮者自立支援相談センター 

◆ ３月２７日 親講座 濱川博子氏(予定) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

年会費  26 活動年度から会費は 1 家族 3000 円です。平成 27 年 8 月から

平成 28 年 7 月までの年会費です。よろしくお願いします。 

(家族サロンと月例会の会場でも納入できます。) 

振込先は 四国銀行 山田支店（普）0602101 

 全国ひきこもり KHJ 親の会高知県支部やいろ鳥 代表 竹中あおい 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

毎週火曜日(13:30～17:00) 県立精神保健福祉

センター(高知市丸ノ内２−４−１ 保健衛生総合庁舎２階 高知城の北・県警の南側の

建物の２F)で開催されています。世間話や、体験談など何でも話し合えるところです。

何時に来て何時に帰っても構いません。予約も不要ですのでお気軽においで下さい。

１月３１日の親講座は たんぽぽ の大崎博澄先生です 

    テーマ  「生きることの意味」  

自分にとって生きる意味は永遠の課題＞特にひきこもりと向き合うときそれはよりいっそう重さを

増してくる＞人生で一番大切なことは何だったんだろうか＞答えはあるのだろうか・・・・・・ 

 
１） 日時 1 月 31 日(日) 13:30～16:30     無料です  

２） ★13:00～13:30  受付 年会費徴収等 

★13:30～13:40  やいろ鳥の会事務連絡他 

★13:40～16:30   講議と質疑応答／休息を含む 

３） 会場 高知市東部健康福祉センター２階研修室 

            高知市葛島４－３－３ ☎088-882-9380 

家族サロンのご案内

んない 



当事者や兄弟姉妹の方も参加できます。駐車は入り口の守衛所で「精神保健福祉セン

ターに行きたい」と言えば入れてくれます。  ひきこもり相談はどなたでも月曜～

金曜に県立精神保健福祉センター ☎088-821-4966 又は ひきこもり地域支援セン

ター ☎088-821-4508 で受け付けてもらえます。(電話相談可・無料) 

 

嬉しいニュースです 

年末のクリスマスのとき くすりのよどや様から「きよしクリスマス基金」として 

やいろ鳥の会へ１０万円の寄付がありました。本当に有りがたいことです。といろ 

 で活用させて貰います。 

１２月２５日 といろでの贈呈式の様子 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

やいろ鳥の会ができた平成 18年の年の瀬に会のお金が無くてどうしようかと思っていたとき、

よどやさんから２０万円の寄付を頂きなんとか年が越せたという事がありました。 

やいろ鳥の会の歴史の中で長い目でみれば、困ったときにその都度、助けの手がさしのべら

れているように感じられます。これは誰の意思でもないと思いますが、あたかも何かが計画し

たかように助けて貰えているように感じられます。全くの偶然なのか、それとも何かの意味が

あるのかわかりません。 

やいろ鳥の会に関わっている人々のそれぞれの活動や情報発信が、一つ一つは大きな意味を

持たなくてもある時に大きなまとまった形を見せるのは面白いとも感じられます。 

或る大先生はその事を布置(コンステレーション)と呼びました。タダの偶然だと言ってしま

えばそれまでのこと。お話は続きません。 

人の心に関係することではなかなか因果律にはまらない事が起こります。因果律にはまらな

いから個別バラバラで無意味なのかといえばそうとも言い切れないように感じられます。ホン

トに人の心とは奥深いものですねぇ・・・・ 

                    ・・・・坂本会長の初夢談義から・・・・ 


